
No. 疾病名
リスクに基
づく対策の
優先度*1

国内
注目すべ
き
外来種*4

ベクター 公衆衛生 備考

希少種/その他の
野生鳥獣

影響
常在／未定着／

未発生
発生の
可能性

影響 発生可能性
発生
*2

致死性
*6

集団死
*7

繁殖障害
*8

家伝法 対象家畜 感染症法
リスト
疾病

非リス
ト疾病

1 高病原性鳥インフルエンザ 希少種 個体死 未定着
極めて
高い

・個体群への影響
・国内のマナヅル、ナベヅルの
集団死事例あり（2022-2023
年、1000羽以上）感染事例あ
り。
・インドでアネハヅル（約200
羽）、イスラエルでクロヅルの
集団死（>8000羽）事例あり
（2021－2022シーズン）

国内発生中（2021－2022
年シーズン）

◎

・鳥類：カモ類のほ
か、カモメ類、アジサ
シ類等の水鳥、猛禽類
等、幅広く感染する
（ツル類、ヤンバルク
イナ）
・哺乳類：キツネ、ア
ナグマ、アライグマ等
の食肉目、ゼニガタア
ザラシ等の鰭脚類も感
染する（イリオモテヤ
マネコ、ツシマヤマネ
コ、シベリアイタチ）

－ － ◎ 〇 － 家畜

鶏、あひ
る、うず
ら、き
じ、だ
ちょう、
ほろほろ
鳥、七面
鳥

2類（H5N1
亜型、

H7N9亜型
鳥インフ
ルエンザ
ウイル

ス）・4類
（H5N1亜
型、H7N9
亜型以外
の鳥イン
フルエン
ザウイル
ス ）

〇 －

2
重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）

希少種 個体死 未定着
極めて
高い

・個体への影響
・2020年7月時点までに確認さ
れた国内のイヌ、ネコのSFTSで
は、それぞれの死亡率が43％、
59％。

2022年、ツシマヤマネコ
の野生個体で抗体陽性が
確認された。国内の野生
鳥獣の抗体検出状況、ウ
イルスを保有するマダニ
の分布などを踏まえて評
価

〇
哺乳類（ツシマヤマネ
コ、イリオモテヤマネ
コ、シベリアイタチ）

アライグ
マ、ハク
ビシン

マダニ 〇 － － － － 4類 － －

発生時に、イノシ
シ、シカの個体群
管理が必要となる
可能性

3
疥癬（キュウセンヒゼンダ
ニ、ヒゼンダニによるもの）

希少種 個体死 常在
極めて
高い

・個体への影響
・野生鳥獣でも死亡することが
あると考えられる
・イリオモテヤマネコ（保護個
体）で感染事例あり

タヌキで感染事例あり
（2009～2017年、西日
本）

◎

タヌキ、キツネ、カモ
シカ、イノシシ、ノウ
サギ、アナグマ、サ
ル、シカ、テン、ク
マ、ムササビ、リス、
イタチ等多くの哺乳類
（アマミノクロウサ
ギ、イリオモテヤマネ
コ、ツシマヤマネコ、
シベリアイタチ）

アライグ
マ、ハク
ビシン

－ 〇 － － 届出 めん羊 － － 〇

4
ウエストナイル熱（流行性脳
炎の１つ）

希少種 個体死 未発生 高い

・個体への影響
・欧州や米国では猛禽類（イヌ
ワシ、オオタカ、メンフクロ
ウ、アメリカワシミミズク）な
どで感染・死亡事例あり

関係機関による侵入の警
戒状況、野鳥による病原
体の運搬の可能性、ベク
ターの存在を踏まえて評
価

△

主に鳥類（特にカラス
類、猛禽類、ヤンバル
クイナ）。ほかにシ
カ、コウモリ、リス
等。

－ 蚊 ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
馬、めん
羊、山
羊、豚、
いのしし

4類 〇 －

5 アフリカ豚熱 その他の野生鳥獣
個体群の存続に
影響を及ぼす集
団死／大量死

未発生 高い

・個体群への影響
・ポーランドでは特定の地域の
イノシシの個体数が90％前後減
少していることが報告されてい
る

関係機関による侵入の警
戒状況、ベクターの存
在、海外での発生状況を
踏まえて評価

△ イノシシ － ヒメダニ ◎ 〇 － 家畜
豚、いの
しし

－ 〇 －
発生時にイノシシ
の個体群管理が必
要となる可能性

6 トリコモナス症 希少種 個体死 常在 高い

・個体群への影響
・海外では野鳥（オビオバト、
ナゲキバト、フィンチ類）で死
亡・集団死事例あり

・野鳥での報告なし。
・ドバト等が病原体を保
有しているが、成鳥は発
症しない。
・愛玩鳥でみられる疾病

〇

カモシカ、鳥類（アカ
ガシラカラスバト、オ
ガサワラカワラヒワ
等）

－ － ◎ 〇 〇 届出 牛、水牛 － － 〇

リスク評価対象疾病についてのリスク評価（対策を優先すべき感染症の候補の抽出）（星取表）更新版

【本表について】
・公衆衛生、家畜衛生分野においては、法令により一定のリスク評価が実施されているが、生物多様性保全の観点でのリスク評価は実施されていない。
  本評価は、あくまでも国内の野生鳥獣の保護の観点から対策を優先すべき感染症を検討するためのリスク評価を実施したものであり、公衆衛生、家畜衛生分野等の社会的な重要性を考慮して評価したものではない。
・国内の野生鳥獣の保護以外の目的で、野生鳥獣の管理が必要となると考えられる感染症については、可能な範囲で備考欄に記載する。
・現状、我が国の鳥獣における感染症の罹患・保有状況等についての情報が限られているため、現在の既存文献等をもとに実施した暫定的な評価である。

発生した場合の影響 発生の可能性 評価の根拠など
影響を受ける可能性の
ある国内野生鳥獣（下

線は希少種）*3

野生鳥獣への影響（症状）
*5

家畜衛生 OIE
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7 トキソプラズマ症 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・アマミノクロウサギとアマミ
トゲネズミで剖検の結果，死因
はトキソプラズマ感染である可
能性が指摘された事例あり
・ネコ科動物は通常無症状

・イエネコ（野良及び飼
育個体）で抗体陽性が確
認されている（2013～
2017年奄美大島、2017～
2018年鹿児島県徳之島）

◎

終宿主はネコ科動物。
中間宿主はイノシシ、
タヌキなど多くの哺乳
類、鳥類（ツシマヤマ
ネコ、イリオモテヤマ
ネコ、シベリアイタ
チ、アマミノクロウサ
ギ、アマミトゲネズミ
等のネズミ科、鳥類）

－ － ◎ － － 届出

めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

－ － 〇

8
鳥マイコプラズマ症（M.
gallisepticum, M.
synoviae）

希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・メキシコマシコで死亡・集団
死事例あり（M.
gallisepticum）

家きんで発生あり（過去5
年以内）

〇
鳥類（ライチョウ、ウ
ズラ）

－ － ◎ 〇 〇 届出
鶏、七面
鳥

－ 〇 －

9 ロイコチトゾーン症 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・通常感染鳥は不顕性感染だ
が、エリマキライチョウ
（Bonasa umbellus）のヒナで
死亡事例あり

家きんで発生あり（過去5
年以内）

◎ 鳥類（ライチョウ） －

ニワトリヌカ
カ

（Leucocytoz
oon

caulleryi）
、ブユ（L.
lovati）

◎ － － 届出 鶏 － － －

10 ネコ白血病ウイルス感染症 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・一過性の感染で終結すること
もあるが、持続感染になると死
亡率は高い（イエネコ）

国内のイエネコでみられ
る疾病

◎
ネコ科動物（ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

－ － ○ － － － － － － 〇

11 ネコ免疫不全ウイルス感染 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・無症候キャリア期、AIDS関連
症候群期を経てAIDS期（末期）
になると、数か月以内に死亡す
る

国内のイエネコでみられ
る疾病

◎
ネコ科動物（ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

－ － 〇 － － － － － － 〇

12
モルビリウイルス感染症（イ
ヌ科、ネコ科。イヌジステン
パーを含む）

希少種 個体死 常在 高い

・個体群への影響
・動物展示施設のトラ12頭が症
状を呈し糞便からCDV遺伝子検
出。12頭のうち3頭が死亡、う
ち1頭からCDVを分離
・1994年セレンゲティのライオ
ンの約30％が死亡とされる
・米国のアライグマ、ハイイロ
ギツネ、スカンク、カナダのア
ライグマで地域個体群レベルの
影響あり。

国内のイヌ及びイエネコ
でみられる疾病（イヌジ
ステンパーウイルス感染
症）

◎

イヌ科、ネコ科、イタ
チ科、クマ類、アザラ
シ類等（ツシマヤマネ
コ、イリオモテヤマネ
コ、シベリアイタチ）

アライグ
マ、ハク
ビシン

－ ◎ 〇 － － － － － 〇

13 パルボウイルス感染症 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・絶滅の恐れのあるフロリダパ
ンサー、イベリアオオヤマネ
コ、ヨーロッパヤマネコでは保
全上の脅威の一つ。イエネコで
は一般に急性期に死亡する（ネ
コ汎白血球減少症）
・ミンク、フェレットでは、死
亡することもある。

・国内のイヌ及びイエネ
コでみられる疾病
・ツシマヤマネコは約1
割、イエネコは約35%抗体
あり(2005）

〇

キツネ、ヒグマ、タヌ
キ、イタチ、テン、ヤ
マネコ類、イノシシ、
ガンカモ類等（イリオ
モテヤマネコ、ツシマ
ヤマネコ、シベリアイ
タチ）

アライグ
マ、ハク
ビシン

－ ◎ 〇 － － － － － 〇
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14 ネコ伝染性腹膜炎 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・イエネコの5-12%が感染し、
そのほとんどが生後12ヶ月の間
に死亡する

・国内のイエネコでみら
れる疾病
・ツシマヤマネコの抗体
は約5%、イエネコは
12%(2005)

〇
ネコ科動物（ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

－ － 〇 － － － － － － －

15 ネコカリシウイルス感染症 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・通常は急性経過で治癒する
が、重篤な肺炎で死亡するもの
もある（イエネコ）

・国内のイエネコでみら
れる疾病
・ツシマヤマネコは約2
割、イエネコは84%抗体あ
り(2005)

〇
ネコ科動物（ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

－ － 〇 － － － － － － －

16 ネコウイルス性鼻気管炎 希少種 個体死 常在 高い

・個体への影響
・二次感染した場合、重篤な気
管支肺炎や副鼻腔炎となり死亡
することもある（イエネコ）

・国内のイエネコでみら
れる疾病
・ツシマヤマネコの抗体
は約2%、イエネコは
72%(2005)

〇
ネコ科動物（ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

－ － 〇 － － － － － － －

17 狂犬病 希少種 個体死 未発生 ある
・個体への影響
・発病後平均3日以内に死亡の
データあり（イエネコ、イヌ）

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

△ すべての哺乳類
アライグ
マ、ハク
ビシン

－ ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
馬、めん
羊、山
羊、豚、
いのしし

4類 〇 －

発生時にアライグ
マ、ハクビシンの
防除強化が必要と
なる可能性

18
パスツレラ症（出血性敗血
症、家きんコレラを含む）

希少種 個体死 常在 ある

・個体群への影響
・鳥類の集団死事例：韓国のア
カツクシガモなど、中国・内モ
ンゴルのアカツクシガモ、セイ
タカシギ、ソリハシセイタカシ
ギ、アオアシシギ等

わが国でも種々の鳥類に
発生がみられているとの
情報から「ある」とし
た。過去5年間における具
体的な発生事例の情報は
確認できなかった。家き
んコレラの発生は1954年
以降なし。

○

カモシカ、シカ、オオ
コウモリ、ニホンザ
ル、鳥類、げっ歯類等
（ガンカモ類、ツル
類、シギチドリ類）

－ － ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

－ 〇 〇

19
ニューカッスル病（高病原性
ニューカッスル病、低病原性
ニューカッスル病）

希少種 個体死 常在 ある

・個体への影響
・ウやハト類は高病原性NDVの
レゼルボアと考えられている
（北米）が死亡例もある

・過去5年の間に高病原性
NDVの発生なし（家きん）
・低病原性NDVの発生あり
（2022年10月家きん）

〇
鳥類（ウ、ハト類、ハ
クチョウ類等）

－ － 〇 － 〇 家畜

鶏、あひ
る、七面
鳥、うず
ら

－ 〇 －

20

サルモネラ菌感染症（サルモ
ネラ症、家きんサルモネラ
症、羊・山羊のサルモネラ症
含む）

希少種 個体死 常在 ある
・個体群への影響
・スズメ目で大量死事例あり

5年よりも前に国内のスズ
メで感染事例あり

◎
哺乳類、鳥類（スズメ
目の鳥類）

－ － ◎ 〇 〇
家畜/
届出

鶏、あひ
る、七面
鳥、うず
ら（家き
んサルモ
ネラ症）
／牛、水
牛、鹿、
豚、いの
しし、
鶏、あひ
る、七面
鳥、うず
ら（サル
モネラ
症）

－ 〇 〇
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21 ニパウイルス感染症 希少種 個体死 未発生 ある

・個体への影響
・イエネコで死亡例があるほ
か、感染実験で呼吸器系の合併
症を伴う急性熱性疾患が観察さ
れている
・Pterotus属のオオコウモリが
自然宿主とされるため、日本の
オオコウモリ類への影響は小さ
いと考えられる。

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

－

オガサワラオオコウモ
リ、クビワオオコウモ
リ、イリオモテヤマネ
コ、イノシシ

－ － 〇 － 〇 届出
馬、豚、
いのしし

4類 〇 〇

22 野兎病 希少種 個体死 常在 ある

・個体への影響
・野生ネズミ・ウサギ類は、感
染すると大部分が敗血症で死亡
する

5年よりも前に東北地方の
ノウサギ（2008、2009）
とツキノワグマ（2009）
で抗体検出あり

◎

ネズミ類、ノウサギ、
ムササビ、リス、イノ
シシ等の哺乳類や鳥類
（アマミノクロウサ
ギ、げっ歯類）

－
ダニ、カ、ア

ブ等
◎ － － 届出

馬、めん
羊、豚、
いのし
し、うさ
ぎ

4類 〇 －

23 マレック病 希少種 個体死 常在 ある

・個体への影響
・鶏：発症しないことが多い
が、発症した場合、慢性型が死
亡率10%以下、急性型は死亡率
10～50％

5年よりも前に国内のガン
カモ類から検出事例あり

〇 鳥類（ガンカモ類） － － ○ － － 届出
鶏、うず
ら

－ － －

24 あひるウイルス性腸炎 希少種 個体死 未発生 ある
・個体群への影響
・海外でガンカモ類の集団死事
例あり

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

－
ガンカモ類（ガンカモ
類）

－ － ◎ ○ － 届出 あひる － － －

25 兎出血病 希少種 個体死 未定着 ある
・個体への影響
・致死率はRHDVで40～90％、
RHDV2で5～70%

2002年及び2019年～2020
年に散発的に国内の動物
展示施設で発生あり。

－
ウサギ類（アマミノク
ロウサギ）

－ － 〇 － － 届出 うさぎ － 〇 －

26 兎粘液腫 希少種 個体死 未発生 ある

・個体への影響
・アナウサギでは、発病後2週
間以内に死亡。強毒ウイルスに
よる急性感染の場合は、発病後
48時間以内に死亡。

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

－
ウサギ類（アマミノク
ロウサギ）

－ － 〇 － － 届出 うさぎ － 〇 －

27
ペスト（エルシニア症。
Yersiniosis pestis）

希少種 個体死 未発生 ある

・個体への影響
・ネコ科動物で感受性高く、敗
血症など種々の症状を呈する
・げっ歯類は突然死あり

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

－

げっ歯類、ウサギ目、
ネコ科、イヌ科、イタ
チ科、シカ、カモシカ
（ツシマヤマネコ、イ
リオモテヤマネコ、シ
ベリアイタチ、アマミ
ノクロウサギ、げっ歯
類）

－ ノミ ◎ － － － － 1類 － 〇

28
マラリア（人のマラリアをの
ぞく）

希少種 個体死 常在 ある

・個体群への影響
・スズメ目の鳥類の多くは無症
状で原虫を保有しているとされ
るが、ハワイツグミやアカハワ
イミツスイなどの個体数減少の
主な原因であると考えられてい
る（P.relictum）
・欧州でクロウタドリ（ツグミ
科）の大量死報告あり(2001と
2004）

5年よりも前に国内の野鳥
で鳥マラリアの感染事例
あり

◎
ニホンザル、げっ歯
類、コウモリ、鳥類
（鳥類）

－
イエカ、ヤブ
カ、サシバエ

◎ 〇 － － － － － 〇

29
リステリア症（L.
monocytogenes）

希少種 個体死 常在 ある ・個体への影響（死亡、流産）
5年よりも前に国内の野生
鳥獣の感染／保有事例の
報告あり

〇
シカ、カモシカ、その
他の哺乳類、鳥類

－ － ◎ － 〇 － －
5類（細菌
性髄膜
炎）

－ 〇
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30 コクシジウム症 希少種 個体死 常在 ある

・個体への影響（ツルコクシジ
ウム）
・ツル類に寄生するEimeria
gruisとE.reichenowiのオーシ
ストが、国内のツルの越冬地
（出水市）で糞便から分離され
ており、2000年および2003年に
多くの死亡が見られた

・5年よりも前に国内のツ
ル類で病原体の検出、死
亡事例あり（左記）

◎

ツル類等の鳥類。モモ
ンガ、ウサギ、ネズミ
類、偶蹄類、食肉類等
多くの哺乳類（タン
チョウ、マナヅル、ナ
ベヅル、ヤンバルクイ
ナ）

－ － ◎ － － － － － － －

31
牛疫（モルビリウイルス感染
症）

その他の野生鳥獣
個体群の存続に
影響を及ぼす集
団死／大量死

未発生 低い
・アフリカの大型偶蹄類では壊
滅的とされる

自然界で撲滅されている －
カモシカ、シカ、イノ
シシ

－ － ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

－ 〇 〇
発生時にシカの個
体群管理が必要と
なる可能性

32 炭疽 その他の野生鳥獣
個体群の存続に
影響を及ぼす集
団死／大量死

常在 低い

・個体群への影響
・海外では汚染地域でアフリカ
スイギュウやカバなどの集団死
事例あり。
・インパラやアンテロープ等の
感受性の高い種では、個体群に
壊滅的な影響をあたえる

・国内の野生鳥獣での発
生の情報なし。過去5年間
における家畜での発生も
なし。

〇
シカ、カモシカ、イノ
シシのほか、多くの哺
乳類

－ － ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
馬、めん
羊、山
羊、豚、
いのしし

4類 〇 －

33
フラビウイルス感染症（跳躍
病を起こすもの）

希少種 個体死 未発生 低い
・個体への影響
・飼育下のアカライチョウで死
亡事例あり

関係機関による侵入の警
戒状況（家伝法、感染症
法の指定なし）、分布
（イギリス諸島、ブルガ
リア、トルコ、イベリア
半島）を踏まえて評価

－
ライチョウ、カモシ
カ、シカ、イノシシ、
げっ歯類

－ ダニ 〇 － 〇 － － － － 〇

34 豚熱 その他の野生鳥獣 集団死／大量死 常在（発生中）

極めて
高い

（発生
中）

・集団死あり（国内でも一部地
域のイノシシの個体数の減少が
確認されているが、壊滅的な影
響の報告はなし）

発生中 ◎ イノシシ － － ◎ 〇 － 家畜
豚、いの
しし

－ 〇 －

発生中。対策の一
つとしてイノシシ
の捕獲強化が進め
られている。

35 鳥結核（非定型抗酸菌症） 希少種 繁殖障害 常在 高い ・繁殖障害の報告あり
・ニワトリとあひるで
2016～2019年にかけて毎
年1件発生

〇 鳥類 － － － － 〇 届出

鶏、あひ
る、七面
鳥、うず
ら

－ － －

36
伝達性海綿状脳症（BSE、ス
クレイピー、CWD）

その他の野生鳥獣 集団死／大量死 未発生 ある
・集団死事例あり（CWD：カナ
ダのオジロジカなど）

関係機関による侵入の警
戒状況（家伝法の指定及
び輸入検疫、飼料規制を
含む対策の実施状況）な
どを踏まえて評価

－ シカ － － ◎ 〇 － 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊

－ 〇 〇
CWD:発生時にシカ
の個体群管理が必
要となる可能性

37 小反芻獣疫 その他の野生鳥獣 集団死／大量死 未発生 ある

・絶滅の恐れのあるモンゴル・
サイガで集団死／大量死あり
（個体数の80%減少の報告あ
り）

関係機関による侵入の警
戒状況を踏まえて評価

－
シカ、カモシカ、イノ
シシ

－ － ◎ 〇 － 家畜
鹿、めん
羊、山羊

－ 〇 －
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38
アザラシジステンパーウイル
ス感染症（海生哺乳類のモル
ビリウイルス感染症の1つ）

その他の野生鳥獣 集団死／大量死 未発生 低い
・集団死事例あり（壊滅的な影
響の報告なし）

関係機関による侵入の警
戒状況（家伝法、感染症
法の指定なし）、分布
（大西洋、地中海、バイ
カル湖）を踏まえて評価
・北海道沖で疑い例あり
(2004-5)
・北米ではトドやラッコ
の個体数減少の一因とも
考えられている

－ アザラシ類 － － ◎ 〇 － － － － － 〇

39 牛肺疫 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な

し

・集団死の報告なし － カモシカ、シカ － － 〇 － － 家畜
牛、水
牛、鹿

－ 〇 －

40 口蹄疫 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な

し

・集団死の報告なし ◎
イノシシ、シカ、カモ
シカ

－ － 〇 － － 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

－ 〇 －

発生時にイノシ
シ、シカの個体群
管理が必要となる
可能性

41

流行性脳炎（ウエストナイル
熱をのぞく：日本脳炎、東部
馬脳炎、西部馬脳炎、ベネズ
エラ馬脳炎）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な

し

・集団死の報告なし ◎

鳥類、シカ、カモシ
カ、イノシシ、げっ歯
類。その他、キツネ、
コウモリからのウイル
ス検出あり（ベネズエ
ラ馬脳炎）

－ 蚊 － － ○ 家畜

牛、水
牛、鹿、
馬、めん
羊、山
羊、豚、
いのしし

4類 〇 －

42 水疱性口内炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な

し

・集団死の報告なし －
シカ、カモシカ、イノ
シシ

アライグ
マ

ダニ、サシバ
エ、蚊、ブヨ

－ － － 家畜

牛、水
牛、鹿、
馬、豚、
いのしし

－ － －

43 リフトバレー熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な
し

・集団死の報告なし － シカ、カモシカ － 蚊 〇 － 〇 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊

4類 〇 －

44 ブルセラ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが集団死／
大量死の情報な
し

・集団死の報告なし 〇

シカ、イノシシのほ
か、ウサギ、イヌ科を
はじめする多くの哺乳
類

－ － － － 〇 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

4類 〇 －

45 結核 希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・同種及び近縁種での死亡事例
などの報告なし

〇

シカ、カモシカ、イノ
シシ、ニホンザル、キ
ツネ、げっ歯類など多
くの哺乳類（アマミノ
クロウサギ、ツシマヤ
マネコ、イリオモテヤ
マネコ）

アライグ
マ

－ － － －

家畜
（主に
M.bov
is）

牛、水
牛、鹿、
山羊

2類（主に
M.

tuberculos
is）

〇 －

46 ヨーネ病（非定型抗酸菌症） その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ、シカ － － － － 〇 家畜

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊

－ 〇 －

47 ピロプラズマ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎
シカ、カモシカ、齧歯
類（レゼルボア）、ネ
コ科動物

－ マダニ 〇 － － 家畜
牛、水
牛、鹿、
馬

－ 〇 〇

48 アナプラズマ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 シカ、カモシカ － マダニ ○ － － 家畜
牛、水
牛、鹿

－ 〇 －
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49 豚水疱病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － イノシシ － － － － － 家畜
豚、いの
しし

－ － －

50 低病原性鳥インフルエンザ その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎ カモ類など鳥類。 － － － － － 家畜

鶏、あひ
る、うず
ら、き
じ、だ
ちょう、
ほろほろ
鳥、七面
鳥

2類（H5N1
亜型、H7N9
亜型鳥イン
フルエンザ

ウイル
ス）・4類
（H5N1亜

型、H7N9亜
型以外の鳥
インフルエ
ンザウイル

ス ）

〇 〇

51 鳥インフルエンザ その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎ カモ類など鳥類。 － － － － － 届出

鶏、あひ
る、うず
ら、七面
鳥

2類（H5N1
亜型、H7N9
亜型鳥イン
フルエンザ

ウイル
ス）・4類
（H5N1亜

型、H7N9亜
型以外の鳥
インフルエ
ンザウイル

ス ）

－ 〇

52

リスト疾病に含まれないパラ
ミクソウイルス感染症
（APMV-1以外の血清型のトリ
パラミクソウイルス）

希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・死亡の報告なし（APMV-5につ
いてはセキセイインコで高い致
死率）

〇

鳥類（ガンカモ類、シ
ギチドリ類、スズメ
目、ハト類、ツバメ
類、スズメ類など）

－ － － － － － － － － 〇

53 ブルータング その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 シカ、カモシカ － ヌカカ － － 〇 届出

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊

－ 〇 －

54 アカバネ病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
カモシカ、イノシシ、
シカ

－ ヌカカ － － 〇 届出
牛、水
牛、めん
羊、山羊

－ － －

55 悪性カタル熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
シカ、カモシカ、イノ
シシ

－ － 〇 － － 届出
牛、水
牛、鹿、
めん羊

－ － 〇

56 チュウザン病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － ヌカカ － － 〇 届出
牛、水
牛、山羊

－ － －

57 ランピースキン病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － － － － － － － 届出 牛、水牛 － 〇 －

58 牛ウイルス性下痢 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
カモシカ、イノシシ、
シカ

－ － － － 〇 届出 牛、水牛 － 〇 －

59 牛伝染性鼻気管炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － － － － 届出 牛、水牛 － 〇 －



No. 疾病名
リスクに基
づく対策の
優先度*1

国内
注目すべ
き
外来種*4
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60
牛伝染性リンパ腫（牛白血
病）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － － － － 届出 牛、水牛 － 〇 －

61 アイノウイルス感染症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － ヌカカ － － 〇 届出 牛、水牛 － － －

62
流行性出血病ウイルス感染症
（イバラキ病）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － ヌカカ 〇 － 〇 届出 牛、水牛 － 〇 －

63 牛流行熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 シカ、カモシカ － ヌカカ、蚊 － － 〇 届出 牛、水牛 － － －

64 類鼻疽 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし －
シカ、カモシカ、イノ
シシ、げっ歯類

－ － 〇 － － 届出

牛、水
牛、鹿、
馬、めん
羊、山
羊、豚、
いのしし

4類 － －

65 気腫疽 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
シカ、カモシカ、イノ
シシ

－ － 〇 － － 届出

牛、水
牛、鹿、
めん羊、
山羊、
豚、いの
しし

－ － －

66 レプトスピラ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇

ネズミ類、キツネ、サ
ルのほか、シカ、イノ
シシなどほとんどの哺
乳類（多くが保菌。）
鳥類も保菌。

アライグ
マ

－ － － 〇 届出

牛、水
牛、鹿、
豚、いの
しし、犬

4類 － 〇

67 牛カンピロバクター症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － － － 〇 届出 牛、水牛 － 〇 －

68 トリパノソーマ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ －
アブ、サシバ

エ
－ － － 届出

牛、水
牛、馬

－ 〇 －

69 ネオスポラ症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
タヌキ、キツネ、カモ
シカ、シカ

－ － － － 〇 届出 牛、水牛 － － －

70 牛バエ幼虫症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － － － － － 届出 牛、水牛 － － －

71
ヘンドラウイルス感染症（馬
モルビリウイルス肺炎）

希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・死亡の報告なし（オオコウモ
リは一般に無症状と考えられ
る）

－

オオコウモリ（ダイト
ウオオコウモリ、エラ
ブオオコウモリ、オガ
サワラオオコウモリ）

－ － － － － 届出 馬 4類 － 〇
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72

OIEリスト疾病に含まれない
ポックスウイルス感染症（牛
丘疹性口内炎、伝染性膿疱性
皮膚炎、鶏痘を含む）

希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・死亡の報告なし ◎

鳥類、シカ、カモシ
カ、イノシシ、ウサギ
類、リス類、ネコ科、
げっ歯類等（オジロワ
シ、オオワシ等の鳥
類、アマミノクロウサ
ギ、イリオモテヤマネ
コ、ツシマヤマネコ）

－ － － － － 届出

牛、水牛
（牛丘疹
性口内
炎）／
鹿、めん
羊、山羊
（伝染性
膿疱性皮
膚炎）／
鶏、うず
ら（鶏
痘）

－ － 〇

73 ナイロビ羊病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － マダニ 〇 － 〇 届出
めん羊、
山羊

－ 〇 －

74 羊痘 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － － 〇 － 〇 届出 めん羊 － 〇 －

75 マエディ ・ビスナ その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － 〇 － － 届出 めん羊 － 〇 －

76 伝染性無乳症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － 〇 － 〇 届出
めん羊、
山羊

－ 〇 －

77 流行性羊流産 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － － － － 〇 届出 めん羊 － 〇 －

78 山羊痘 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － － 〇 － － 届出 山羊 － 〇 －

79 山羊関節炎・脳炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ － － － － － 届出 山羊 － 〇 －

80 山羊伝染性胸膜肺炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － カモシカ － － 〇 － － 届出 山羊 － 〇 －

81 オーエスキー病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
イノシシ、シカ、げっ
歯類

アライグ
マ

－ 〇 － ○ 届出
豚、いの
しし

－ 〇 －
発生時にイノシシ
の個体群管理が必
要となる可能性

82 伝染性胃腸炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － 〇 － － 届出
豚、いの
しし

－ 〇 －

83 豚テシオウイルス性脳脊髄炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － － － － 届出
豚、いの
しし

－ － －
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84 豚繁殖・呼吸障害症候群 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － － － 〇 届出
豚、いの
しし

－ 〇 －

85 豚水疱疹 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － イノシシ － － － － － 届出
豚、いの
しし

－ － －

86 豚流行性下痢 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － 〇 － － 届出
豚、いの
しし

－ － －

87 萎縮性鼻炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － － － － 届出
豚、いの
しし

－ － －

88 豚丹毒 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
主にイノシシ。その他
種々の哺乳類、鳥類。

－ － 〇 － － 届出
豚、いの
しし

－ － －

89 豚赤痢 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 イノシシ － － ◎ － － 届出
豚、いの
しし

－ － －

90 鶏伝染性気管支炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 キジ － － － － 〇 届出 鶏 － 〇 －

91 鶏伝染性喉頭気管炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 キジ － － － － － 届出 鶏 － 〇 －

92 伝染性ファブリキウス嚢病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎
水禽類、キジ科、ハト
等の鳥類

－ － 〇 － － 届出 鶏 － 〇 －

93 鶏白血病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・死亡の報告なし（臨床症状を
呈するのは鶏とされる）

〇
キジ、ウズラ等の鳥類
（ウズラ）

－ － － － － 届出 鶏 － － －

94 あひるウイルス性肝炎 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
ガンカモ類（カモ・ガ
ン・ハクチョウ類）

－ － ◎ － － 届出 あひる － 〇 －

95
フィロウイルス感染症(エボ
ラ出血熱、マールブルグ病を
含む）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし －
ニホンザル、コウモ
リ、イノシシ

－ ヤブカ類 ◎ － － － － 1類 － 〇

96 クリミア・コンゴ出血熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － 哺乳類 － イボマダニ属 － － － － － 1類 〇 －

97
エキノコックス症（単包性、
多包性）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
終宿主として主にイヌ
科動物、ヤマネコ類

－ － － － － － － 4類 〇 －
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98 黄熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし －
霊長類、げっ歯類、コ
ウモリ類

－
ネッタイシマ

カなど
◎ － － － － 4類 － 〇

99
オウム病（鳥のクラミジア
症）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
オウム・インコ類およ
びドバトなどの鳥類、
哺乳類

－ － 〇 － 〇 － － 4類 〇 －

100 Q熱 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 多くの哺乳類、鳥類 － ダニ － － 〇 － － 4類 〇 －

101
ダニ媒介脳炎（フラビウイル
ス感染症）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎
霊長類、有蹄類、食肉
類、齧歯類、鳥類

－ マダニ 〇 － － － － 4類 － 〇

102
ハンタウイルス感染症（ハン
タウイルス肺症候群）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 げっ歯類 － － － － － － － 4類 － 〇

103 ライム病 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 ネズミ類、鳥類 －
シェルツェマ

ダニ
－ － － － － 4類 － 〇

104 新型コロナウイルス感染症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 哺乳類 － － － － － － －
新型イン
フルエン

ザ等
－ －

105
ラセンウジバエ（新世界ラセ
ンウジバエ、旧世界ラセンウ
ジバエ）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － 主に哺乳類、稀に鳥類 － － ◎ － － － － － 〇 －

106 心水症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし － シカ、カモシカ － キララマダニ ◎ － － － － － 〇

107
旋毛虫症（トリヒナ症。
Trichinella spp.）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇

ヒグマ、ツキノワグ
マ、キツネ、タヌキ、
イノシシ、シカ等 アライグ

マ
－ － － － － － － 〇 〇

108 嚢虫症（豚嚢虫症を含む） その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 カモシカ、イノシシ等 － － － － － － － － 〇 －

109
七面鳥鼻気管炎（鳥ニューモ
ウイルス感染症）

希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・致死性は低いと考えられる
（情報がないためキジの症状
（軽度結膜炎）を参考に評
価。）

〇
キジ、ウズラ、ヤマド
リ（ライチョウ）

－ － 〇 － 〇 － － － 〇 －

110 リーシュマニア症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし －
キツネ、タヌキ等イヌ
科動物

－
サシチョウバ

エ
〇 － － － － － 〇 －

111
アライグマ回虫症(B.
procyonis)

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
イヌ。その他ネズミ
類、ウサギ、鳥類

アライグ
マ

－ － － － － － － － 〇
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112 サーコウイルス感染症 希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・ハト類は無症状（キツネで脳
炎、イノシシも死亡することが
るが、集団死の報告なし）

◎
イノシシ、キツネ、タ
ヌキ、カワラバト（ハ
ト類）

－ － ◎ － － － － － － 〇

113 脳心筋炎ウイルス感染症 その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇
イノシシ、ニホンザ
ル、げっ歯類

－ － ◎ － ◎ － － － － 〇

114
肝蛭（巨大肝蛭、巨大肝吸
虫）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし ◎ イノシシ、シカ － － 〇 － 〇 － － － － 〇

115
モルビリウイルス感染症（ヒ
トを除く霊長類）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇 ニホンザル － － ◎ － － － －
5類（麻
疹）

－ 〇

116 コウモリの白鼻症候群 希少種

影響の可能性は
あるが、個体死
、繁殖障害の情
報なし

・ヨーロッパとアジアのコウモ
リは感染の結果として発症する
ことは稀といわれている

－
コウモリ類（冬眠する
コウモリ類）

－ － ◎ 〇 － － － － － 〇

117
エルシニア症（腸炎エルシニ
ア症、仮性結核菌感染症）

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・集団死の報告なし 〇

主に哺乳類（シカ、イ
ノシシなどの偶蹄類、
げっ歯類、ウサギ類、
霊長類、キツネ、タヌ
キなど食肉類）、鳥類
など

アライグ
マ

－ ◎ － － － － 5類 － 〇

118
ニホンザル血小板減少症(サ
ルレトロウイルス４型)

その他の野生鳥獣

影響の可能性は
あるが、集団死
／大量死の情報
なし

・野生下のサルでの発生の報告
なし
・国内、飼育下では2001～2002
年に 7 頭発症 6 頭死亡。また
2008～2011 年に43頭発症、42
頭死亡

〇 ニホンザル － － 〇 － － － － － － －

*1
*2

*3

*4 注意すべき外来種：感染の維持や伝播に一定の役割を果たす可能性がある外来種をとりあげた。

*5 野生鳥獣への影響：分類群や種、成長段階によって感受性（病態や致死率）が異なるため、「国内野生鳥獣（希少種）」の欄に記載した種、分類群（目・科レベル）について考えられる影響を記載。

*6

*7 集団死：調査した文献・資料で大量死、集団死、個体群への影響等の表現がみられたものを〇とした。

*8

リスクに基づく対策の優先度は緑→黄→橙→赤の順に高くなる。
国内発生：2000年以降、野生鳥獣での発生が報告されているものを「◎」、報告はないが家畜での発生状況を含め、国内に病原体が存在・定着していると考えられるものを「〇」、日本に存在・定着していないと考えられるもの（－）のうち、侵入リスクが高いと考えられているものは「△」とし
た。

国内野生鳥獣（希少種）：在来の鳥類及び哺乳類を対象とした。感染する種が多い場合、上位分類群（目・科のレベル等）で記載した。希少種は国内希少動植物種を含む環境省レッドリスト掲載種のうち、CR種、EN種、VU種としたが、「すべての哺乳類」、「多くの鳥類」等、広範な分類群にわ
たって感染する感染症については省略した。

致死性：国内・国外で同一の種または分類群（目または科レベル）に属する野生鳥獣での自然感染もしくは感染実験における死亡例が報告されている場合には「◎」とした。野生鳥獣における報告が確認できないものの同じ分類群に属する家畜について5％以上の死亡率が報告されているか、死亡率
が高い、と言われている場合には「〇」とした。

繁殖障害：野生鳥獣について情報がある場合は「◎」、野生鳥獣における情報がなくとも家畜で症状が出る場合は「〇」とした。
具体的には、生殖器異常、不妊・受胎率低下、死産、異常産、異常卵・産卵低下（病性鑑定マニュアル第４版の繁殖障害カテゴリーに含まれる症状）の報告があるものを含めた。


